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みんなで学ぶてんかん学習プログラム

本日の内容

・てんかん学習プログラムとは

・プログラムの実際

・フォローアップとその他プログラム
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みんなで学ぶてんかん学習プログラム

てんかん学習プログラムとは

てんかん地域診療連携体制整備事業2020 年度 全国拠点機関報告書より引用

本人・家族からの相談

約１６００件の問合せ中

医療と暮らしに関する相談が半数

知らない
わからない
ことが多い

正しく知る機会・場が必要
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てんかん学習プログラムとは

海外の複数の研究から・・・

①患者さんのてんかんに関する知識が、一般人と変わらない
②自分の発作のタイプ・薬・治療の可能性などの十分な情報提供を受けていない
③学習の機会が少ない

こういった問題は日本だけではない？

という問題が指摘されてきました
特に仕事や心理的な影響（気持ちの落ち込みなど）や
サポート体制について、十分な情報が届いていない

1998年にスイス、ドイツなどの専門家を中心に、

てんかん学習プログラム【MOSES】が開発されました。
ドイツでは既に実際の治療として提供され、年間1500人の方が受講しており、保険
診療も適応されています。
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てんかん学習プログラムとは

てんかん学習プログラム・MOSESとは？

当院のてんかん学習プログラムはMOSESをもとに作られています。
Modulares Schulungsprogramm Epilepsie（ドイツ語）
Modular Service Package Epilepsy（英語）

『てんかんのモジュール学習プログラム』の頭文字をとったもので、てんかんに関するテーマを
要素【モジュール】ごとにまとめ、一つのプログラムとして成り立っています

2010年にMOSES日本語版が出版

MOSESの特徴とメリット
小グループで行うため

①他の患者さんやトレーナーと
直接意見交換ができる

②知識だけでなく、実践的な
能力も養うことができる

と言われています
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てんかん学習プログラムとは

【目的】
てんかんのある人が、病気を持つ他の人やトレーナーと能動的な意見
交換をしながら、病気についての知識、病気との向き合う方法について
学ぶプログラムです。

てんかんという病気のある人が、てんかんとの付き合いにおけるエキス
パートになるようにお手伝いすることが目的です。

てんかん学習プログラムの目的
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プログラムの実際

プログラムの内容

【第１章】てんかんとともに生きる
【第２章】疫学
【第３章】基礎知識
【第４章】診断
【第５章】治療
【第６章】自己コントロール
【第７章】予後
【第８章】心理社会的側面
【第９章】ネットワーク

フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
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プログラムの実際

第１回 てんかんとともに生きる

第２回 疫学・予後について

•てんかんが引き起こす感情を受けとめ、心の状態や発作との
つき合い方についてよく考える
•感情を、心の均衡を回復し安定化するのにかけがえのないも
のとしてとらえる
•てんかんの克服を、困難な局面を体験しなければならないプ
ロセスと捉える

•てんかんはどのような頻度で生じるのか
•てんかんは誰にでも生じうる
•てんかんをもつ人は他の人と同じように多くのことができる
•発作がないとは、どのような状態か？
•発作がなくなるチャンスはどの程度か？
•薬物を中止した後も発作がないままで経過するチャンスはどの程
度か？
•発作の抑制が得られない場合に、どのような可能性があるか？
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プログラムの実際

第３回 てんかんについて

第４回 自己コントロールについて

•てんかん発作には様々な原因がありうる
•てんかん発作がどのように生じるのか
•どのような発作型があるのか
•さまざまな治療方法
•治療に積極的にかかわること

•発作の誘因を回避すること
•前触れ（前兆）を知ること
•発作抑制の方法を知ること
•自己コントロールの前提を考慮すること



2022.12.17 てんかん市民公開講座

みんなで学ぶてんかん学習プログラム

プログラムの実際

第５回 生活や趣味について

第６回 生活と仕事/社会資源とネットワーク

•自己価値観や社会的接触を改善するにはどうすればよいか。
•自立やスポーツのために、また職業生活において、どのような援助
があるか
•運転免許をとるのにどのような規定があるか。

•障害者のための法的な保護規定や均等化にどのような
ものがあるか。
•働きかたはどのようなものがあるか
•てんかんの情報を得る手段
•てんかんをオープンにできる場があるか
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プログラムの実際

予測的気づき

体験的気づき

知的気づき

自分の障害によって起こりうることを予測できる

体験を通して自分の障害に気付いている

知識としての気づき。
病気のことや障害されていること知識として知っていること

障害への気づきのプロセス

自己認識の階層 Crosson,BC.1995

予防

具体的な対策

安心

自分自身を知ることができる
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フォローアップとその他プログラム

過去実施したフォローアップの内容

１ ２

・目標の振り返り

・不安との付き合い方

・幸せとは

・目標の振り返り

・不安との付き合い方

・マインドフルネス

３ ４

・目標の振り返り

・不安との付き合い方

・アサーション

・目標の振り返り

・リカバリー

フォローアップ
今年度のスケジュール

１度てんかんプログラムに参加した方は
どのフォローアップにも参加できます



2022.12.17 てんかん市民公開講座

みんなで学ぶてんかん学習プログラム

フォローアップとその他プログラム

目標の振り返り

不安との付き合い方 リカバリー

マインドフルネス幸せとは

・近況報告。
・プログラム最終日にたてた行動目標について
「できそう」と思えたことを実際にやってみてどうだったか、
難しいところ、うまくいったところは何か振り返りながら共有します
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フォローアップとその他プログラム

参加者の声

プログラム中のやり取り

お薬ケースはかわいい
ケースを使って持ち歩
くようにしている

職場で話したら受け
入れてくれたよ！

あって間もない人に
どこまで伝えれば良い
かわからないよねぇ

自分でできるところ
からやるしかない！

感想

家族に任せて病気のことを考えてこなかったけれど、
自分でできることを増やさないといけないと気づかされた。

「てんかん」という病名でも様々だと知った。
症状が違っても同じような体験をしている人が結構いて
自分だけじゃないと思えて安心した。
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フォローアップとその他プログラム

・一人ではないこと

・疑問に思ったことをその場で確認できること

・自身の経験が自分一人ではないと思えること

・病気知識だけでなく、日常の状況を具体的に話し合えること

てんかんに関する本を読むことや、講演会に参加することとの違い
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フォローアップとその他プログラム

保険診療のため、プログラム一回につき
1000円程度の医療費がかかります

自立支援医療を申請していれば、
自己負担の軽減が適応されます！！



本日はご参加いただき
ありがとうございました

プログラムでお待ちしております
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